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外需の低迷が続くなかでも堅調が続くベトナムの輸出 

アジアでは、中国やNIEsで成長ペースの減速がみられるが、ASEAN・インドは内

需を中心に相対的に底堅さを維持している。これまで発表された4-6月期の実質GDP

成長率をみると、シンガポール（前年比+1.7％）と韓国（同+2.2％）が減速したほか、

中国は同+7.0％と急減速を回避しつつも月次経済指標は総じて弱めの推移が続いてい

るが、ベトナム（同+6.4％）は高めの伸びを示した。 

ASEAN・インドでは、堅調な内需とは対照的に、外需は伸び悩んでいる。但し、

4-6月期の輸出を国別にみると軒並み前年割れとなるなか、ベトナムの堅調は際立っ

ている（第1図）。輸出依存度が高いマレーシアやタイでは輸出の不振が成長ペース

の抑制となっているとみられる一方、同じく輸出依存度が高いベトナムでは輸出の堅

調が成長率を押し上げる方向に働いている。ベトナムの輸出を資本セクター別にみる

と、輸出全体の約7割を占める海外資本セクターの拡大が全体を牽引していることが

確認出来る（第2図）。品目別でも電子製品や携帯電話が全体を押し上げている。同

国では相対的に安価な労働コストなどを背景に、近年大手通信機器メーカーの製造拠

点シフトの動きを取り込み、加工貿易発展に注力してきたことが、外需が伸び悩むな

かでも輸出拡大を支えていると考えられる。他方、インドネシアでも、自動車など海

外からの投資は拡大しているが、依然資源部門への依存度が高く、近年の資源安が輸

出を直撃したといえる。 

今後ベトナムにとって、持続的な成長に向けて、裾野産業の拡大や輸出品目の多角

化、高付加価値化が課題となろう。同国では現地調達率の低さが課題として指摘され

ており、実際、輸出の増加に伴い輸入も電話部品等を中心に高い伸びが続いている。

この点で政府は6月、現状49％が上限である上場企業への外資出資制限を9月から原則

撤廃することを発表しており、今後の外資動向が注目される。 
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（注）ドルベース。マレーシア・タイ・フィリピンの2015年4-6月期は5月まで。

（ ）内の数値は、2014年の実績でみた名目GDPに対する輸出の割合。

（資料）各国統計より三菱東京UFJ銀行経済調査室作成
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第1図：ASEAN5・インドの輸出
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その他 衣類

資源 食品・農林水産物

電子製品・電話・同部品 外国資本

国内資本 全体

（注）ドルベース。

（資料）ベトナム統計総局統計より三菱東京UFJ銀行経済調査室作成

第2図：ベトナムの品目・資本別輸出  
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